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《目的》飽食時代を迎えた我が国では、ほとんどの栄養素等摂取量は所要量を充足する
ようになった。しかし､ｶﾙｼｳﾑ(Ca)摂取量のみは未だ所要量に達しておらず､骨粗鬘症予防
の観点から如何に充分量のCaを摂取するか重要な課題となっている。一方､食塩はlOg未
満を目標としているものの未だ過剰摂取の状態にある｡Caおよびﾅﾄﾘｳﾑ(Na)摂取が血圧に
及ぼす影響については多くの報告があるが、CaおよびNa摂取が骨に及ぼす影響について
の報告は少ない。そこで本研究では、食塩負荷の骨に対する影響を明らかにすることを

目的として、極めて低い骨密度測定が可能となった骨量測定器(Aloka:DCS600R )を用い
て、骨密度の変化を中心に検討した。
《方法》４週齢雄性SHR/NCrjﾗｯﾄ27匹を使用した。
Ca:0.6%､Na:0.17%の基本食(N-Ca&N-Na)で2週間飼育後､N-Ca&N-Na群､N-Ca&H-Na群(Ca,0.6%

Na:3.0%､L-Ca&N-Na群(Ca:O.O%､Na:0.175S)、L-Ca&H-Na群(Ca:O.On､Na:3.O%)の4群に分
け5週間飼育した｡飼育期間中1週間毎にTail-cuff法により血圧を測定した。また､脛骨骨

塩量(BMC)の経時変化､摘出脛骨･腰椎BMCおよび骨密度(BMD)をDXA法(QDE-1500･DCS-600E)
により測定した。さらに期間中計4回尿中Ca･Na排泄量を測定した。
ま藍果･考察》Na過剰食摂取のN-Ca&H-Na群･L-Ca＆H-Na群の血圧は､飼育期間中顕著に上
昇した。また､脛骨･腰椎BMC･BMDはNa通常食のN-Ca&N-Na群およびL-Ca&N-Na群に比ぺ､過剰
食摂取のN-Ca&H-Na群･L-Ca&H-Na群において有意な低値を示した。

　以上、充分量のCaを摂取している場合においても、Naの過剰摂取により骨密度が低下
したことから、毎日の食生活で、Caを積極的に摂取することに加え、食塩摂取が過剰に
ならないよう努めることが重要であると示唆された。
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＜目的＞運動の骨･筋に及ぼす効果は運勁の種類･持続時間、年齢､性により異なることが一般的

に知られている。成長期ラットにおける雌雄差を検討する目的で､前回雌性ラットの大腿骨の横軸成

長を促し､骨密度、筋重量を増加した8 ii間の跳躍運動を雄性ラットに負荷し､骨･筋に及ぼす効

果を検討した。

　＜方法＞4週齢のFisher系雄性ラットに自発的跳躍運動を負荷した。眺躍は]｡週間ごとに高さを

高くし(18～40cm)、一日50回づつ､週に5日、8週間負荷した。水、餌は自由摂取とし、体重、飼

料摂取量および跳躍所要時間を測定した。8週間運動負荷後、エーテル麻酔下で臓器、大腿骨、

脛骨､ヒラメ筋、ヒフク筋を摘出した。

＜結果及び考察＞1)体重･骨･筋への効果:雄ラットでは､体重は､コントロール群に比して、運動

群で低い傾向で増加し､最終体重は低かった。大腿骨湿重量･脱脂乾燥重量･灰分重量･骨中カ

ルシウム量はコントロール群と運動群に差はなかった。大腿骨骨長･骨径も二群聞に差はみられなか

った。脛骨重量･形態およびヒラメ筋･ヒフク筋重量は二群間に差はなかった。2)飼料効率:雌性ラッ

トでは対照群に比し低くはなかったが､雄性ラットにおいては運動群で低い傾向にあった。3)眺躍運

動所要時間：　最初１週間の眺躍の所要時間は雌雄ラットでほぼ同じであったが､6,7,8週間では

雄ラットの所要時間が雌性ラットの所要時間より長かった。4)副腎･胸腺重量:雌性ラットでは両群

に差はなかったが､雄性ラットでは運動群で胸腺重量が低く、副腎重量が重い傾向にあり、運動群

ではストレスが大きかったと推測された。以上成長期ラットに同じ跳躍運動量を負荷した際、骨･筋の

増強効果に雌雄差があった。
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